
 

 
整理番号 77-22-11-1 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究）  

 

法人名 九州大学                    学部・研究科等名 薬学部 

 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

 

分析項目Ⅰ「教育の実施体制」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

○顕著な変化のあった観点名「基本的組織の編成」 

 

近年の医療高度化、複雑化、高齢化社会の到来、医薬分業の急速な進展等の状況の中、薬剤師には、

医薬品の適正使用を推進するため、服薬指導・薬歴管理・リスクマネージメント・安全な薬物療法の提

供・医薬品情報の伝達・治験の推進など、これまで以上に多様な役割を果たすことが求められている。

このような状況の中、平成 18 年度に設置された薬学部臨床薬学科（６年制）では、基礎的な知識・技

術はもとより、高い倫理観、医療人としての教養、医療現場に通用する実践力など薬剤師としての資質

の一層の向上を図る必要がある。 

臨床薬学科において目指す人材育成として以下の４項目がある。１）豊かな人間性を備えた薬剤師の

育成。２）高度化・専門化する医療に対応できる人材の育成。３）チーム医療に参画できる薬剤師の育

成。４）医療薬学領域において、薬学研究を遂行できる研究者・教育者の育成。 

 上記の本学部の教育目的を達成するため、平成 21 年度に、臨床薬学科における教育・研究の拠点と

して准教授２名、助教１名の実務家教員よりなる臨床育薬学分野が新設された（資料Ⅰ－Ａ：修学のて

びき 2009 Ｐ－８）。それに加え、臨床薬学科高年次学生のための教育施設として臨床薬学教育センタ

ー（844 平米）を新たに設置した（修学のてびき 2009 Ｐ－26）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ⅰ－Ａ 臨床育薬学分野について 

（出典：「修学のてびき 2009」8 ページ（抜粋））
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現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究）  

 

法人名 九州大学                    学部・研究科等名 薬学部 

 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

 

分析項目Ⅲ「教育方法」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

○顕著な変化のあった観点名「主体的な学習を促す取組」 

 

平成 20 年に新たに設置された臨床薬学教育センターにおいて、主体的な学習を促す取り組みの一環

として、講義・セミナー室、臨床薬学実験室 II、実習・演習・試験室の３室（計 271.6 m2）を自習室と

して開放するとともに、パソコン 40 台（臨床薬学実験室Ⅱに設置）を学生用に開放している。また同

時に、教育内容に直接的に関連する図書（35 冊）も整備し、自由閲覧を可能とした（資料Ⅲ－Ａ：修学

のてびき 2009 Ｐ－26）。これら施設の利用可能な時間帯は平日８時から 19 時である。また利用対象学

生（現時点では臨床薬学科４、５年次学生（総計 60 名））は毎日、これらの施設を活用し、自主的な学

習に励んでいる。21 年度以降では平均的には 20 名以上/日の利用状況である。 

 

 

 資料Ⅲ－Ａ 臨床薬学教育センター内にある学生自習用スペースについて 

 

 青色で示した部分が学生用に開放している講義・セミナー室、臨床薬学実験室 II、実習・演習・

試験室である（出典：「修学のてびき 2009」26 ページ（抜粋））。 




